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た
ば
こ
は
町
内
で
貫
い
ま
し
よ
う

水

道

で
今

日

も

健

康

明

る

毎

日

、

何

気

な

く

じ

ゃ

い
を

ひ

ね

る

と

、

新

鮮

な

水

が

出

て

く

る

。
―

―

―

ご

く

当

り

前

の

こ

と

の

よ

う

で
す

が

安

心

し

て

飲

め

る

水

を

い

つ
も

豊

富

に

み

な

さ

ん

の
家

庭

に

送

り

続

け

る

た

め

に

、

町

水

道

裸

は
作

――

懸

命

の
努

力

を

続

け

て

い
ま

す

。

水

道

水

は

飲

み

水

を

は

じ

め

料

卑

洗

控

、

掃

除

な

ど

に
使

わ

れ

　

私

た

ち

の

日
常

生

活

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

も

の

で
す

。

ま

た
　

水

道

の
水

は
　

ツ

校

や

病

院

な

ど

に

も

送

ら

れ

、

社

会

生

活

の

い

勁

力

と

な

っ
て

い
ま

す

。

標

津

水

道

通

水

か

ら

二

十

六

周

年

み

な

さ

ん

の
性

床

を

す

り

、

毎

日

の

暮

し

に

潤

い
を

与

え

て

い
る

水

道

は

、

年

中

体

む

こ
と

な

く

活

躍

を

統

け

て

い

ま

す

。

標

津

市

荷

の
水

に

は

、

昭

和

一

卜

午

■

月

十

八

日
各

家

庭

に
始

め

て

地

水

さ

れ

ま

し

た

。

今

で

は

、

武

化

常

に

源

を

発

す

る

ウ

ラ

ッ
プ

川

を

水

源

と

し

た

油

ら

か

な

水

を

標

汁

町

の
今

家

庭

に

送

り

続

け

て

ｔ

ｒ

六

周

年

に
な

り
ま
す

。

標

津

町

の

水

道

概

要

標

津

町

の
水

通

の

配

水

管

延

長

は

一

ｉ
八
　

九
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
、

自
動
卓

で

釧
路
を
往
復
し

た
距
雄

に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
　
本
町

の
水
道

は
　
標
津
町
簡
易

水
道

お
よ

び
農
業
用
水
道
事
業
条

例

に

よ

っ
て
理
営
さ
れ

　

い
ず

れ
も
水
道
法

の
規
定

に
よ
り
中

標
津
保
健
所

の
管

理

指
導

を
受
け

て

い
ま
す
。

施
設

の
現
況

●
水

源
　
一（
ヶ
所

（
ウ
ラ

ッ
チ
ニ
カ
所
、

上
古
多
様

一
ヶ
所
　
薫
別
　
伊
茶
仁

作

一
ヶ
所

）

●
給
水
人

口
　

七

　

一
五
二
人

●
水
道

の
普

及
率

　
九
七

パ
ー

セ

ン
ト

（
全
国
平
均
八
七
　
六
パ
ー
セ
ン
ト

北
海
道
平

均
八
五

パ
ー

セ

ン
ト

）

●
配
水
能
力

（
一
日
当
，

）

五
、　

丁
へ
〇
立
方

メ
ー
ト

ル

●
補
水
原
価

（
一
立
方

メ
ー
ト

ル
当
り

）

一
〇
七
円

●
供

給
原
価

二

立
方

メ
ー
ト

ル
当

り
）

九
〇
円

水
道
会
計

の
収
支
状
況

昭
和
九
十
五
年
度

の
決
算

で
は
、

約

一
千
ｒＦ
五
卜
万
円

の
技
入
不
足

が
見
込

れ
ま
す

が
、

そ

の
不
足
額
は

一
般
会
計

か
ら
締

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し

水
道
事
業
会
計

は
独
立
し
た
会
計

で
あ

）

ヤ

り
、

本
来
料
金

収
入

で
運
営
さ
れ
る

べ

き

で
す

が
、

皮
Ｗ
、

公
共
料
金

で
あ

る

た
め
安

易

に
料
金

の
値
上
げ
も

で
き
な

い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

今
後

、
水
道
施

設

の
整
備

維
持

に
必
要

な
資
材
な
ど

の

値

上
が
り
、

物

価

の
上
昇

に
よ

っ
て
は

料
金

の
見
直
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
考

え

で
お
り
ま
す

の
で
　

ご
理
解

ご
協
力

く

だ
さ
る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

つ
、

潟
水
発
見
に
ご
協
力
を

略
面
や
家

の
ま
わ
り

の
地
面

か
ら
水

が
出

て

い
る
よ
う
な

と
き
は
　
す
ぐ
役

場
水
道

課
な
②

２
１
３
１
内
線

２
１
３

に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

ま
た
、

給
水
栓

な
ど

の
修
理

は
、

出

口
設
備

な
②

２
４
７
９

に
依
頼
し
て
く

だ
さ

い
。

週
間
中
は
結
水
装
置
の

無
料

点
検
と
修
理
を
実
施

週
間
中

は
、

堀
り
■
げ
を
伴

わ
な

い

じ

ゃ
日
、

給
水
栓

な
ど

の
軽
易
な
故
障

の
点
検
　
修

理
を
無
料

で
行

い
ま
す
。

役
場
水
道
課

に
ご
起

結
く
だ
さ

い
。

標
津
町
の
福
祉
制
度

▼
考
人
医
療
賞
の
無
料
化

お
年
寄
り
が
、

安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
　
つ
ぎ
の
方
々
の

医
療
費
は
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

◎
六
十
八
オ
以
上
の
方

◎
六
十
五
才
か
ら
六
十
八
オ
ま
で
の

方
で

（所
得
制
限
あ
り
）

●
一
人
暮
し
の
方

●
ｆｌ
人
率
し
の
方
で
子
が
な
い
家

庭
と
、

子
は
女
子
だ
け
で
嫁
い

で
い
る
家
庭

●
お
年
寄
り

一
人
で
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
家
庭

▼
無
料
を
入
俺
康
診
査
の
実
施

有
病
率
の
高
い
六
十
五
オ
以
上
の
老

人
を
対
象
に
　
年

一
回
無
料
健
康
診

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
助
成

お
午
行
り
が
、

白
ら
老
後
生
活
を
鯉

全
で
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
結

成
さ
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
　
理

官
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
を
人
用
つ
え
の
給
付

ｔ
の
明
っ
た
方

不
由
的
な
方
に
「老

人
用
つ
え
」
を
無
料
で
変
付
し
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
　
役
場
福
祉
謀
な
②
２

１
３
１
内
線
１
１
２
に
お
側
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

い

生

右水 程 に 目 をめ て て
「
シ ュー Jと 首 ガすれ ば

漏水 してい ます

1111,II11111,111+|||||,Il,I

）

）
健康で働き 楽 しい家庫なつての茉 |′声う
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町
政

一
一
〇
番

み
を
さ
ん

の
中

で
、

「
町

政

に

つ

い

て
苦
情

や
要
望

意
見

が
あ

る
の
だ
が
、

役
場

の
ど

こ
の
係

に
話
し

て
よ

い
の
か

わ
か
ら
な

い
。」

と
で
，
方

が

い
る
と
思

い
ま
す

。

こ
の
よ
う

な
と
き

の
た

め

に
、

「
町

政

一
一
〇
幸
』

を
設
け

て

い
ま
す
。

町
政

に

つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な

こ
と

「
住

み
よ

い
豊

か
な
郷
土
」
を
め
ざ

し

て
標
津
町
社
会
福

祉
大
会
を
開
き
ま

す
。

多
数
参
加
く
だ
さ

い
ま
す

よ
う

ご

案
内

い
た
し
ま
す
。

六
月

二
日
的

午
前
十
時

二
十
分
か
ら
午
後

三
時
ま
で

標
津
町
中
央

公
民
館

あ
な
た
で
す
／
　
火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

―
―

苦
情
・要
望
の
窓
口
で
す
―
―

で
も
結
構

で
す
。

お
気
軽

に
ダ
イ
ヤ

ル

を
ま
わ
し

て
く

だ
さ

い
。

ご
利

用

の
際

は
、　

一
度
役
場

（
な
②

２
１
３
１
）
を

呼

び
出
し
、

交
換
手

に

「
町
政

一
一
〇

番

」
と
お
告
げ
く

だ
さ

い
。

み
な
さ

ん

の
お
役

に
立

て
る
よ
う
努

め
ま
す
。

日
　
時

（一
　　場

ツ

ツ

交
通
安
全
特
別
運
動
始
ま
る

六
月
十
五
日

交
通
安
全
住
民
大
会

北
海
道

の
交
通
事
故

は
、

例
年
行
楽
　
　
　
な

お
、

六
月
十
五

日
午
後

一
時
か
ら
、

期
を
迎
え
る

こ
の
時

期
か
ら
多

発
す

る
　
　
標
津
町
交
通
安
全
住
民
大

会
実
行
委
員

傾
向

に
あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

の
主
催

に
よ
り
、

標
津
町
中

央
公
民

今

回

の
運
動
目
的

と
し

て
は
、

特

に
　
　
館

に
お

い
て
、

町
民

み
ず

か
ら
交
通
安

若
者

の
無
謀
運
転
防
止
や
、

ス
ピ
ー
ド
　
　
全

に
対
す

る
認
識
を
深
め
、

交
通
事
敵

ダ
ウ

ン
運
転
と

シ
ー
ト

ベ

ル
ト
着

用
　
　
を
絶
減
さ

せ
る

こ
と
を
主
旨

と
し

た
交

ま
た
、

車

だ
け

で
な
く
歩
行
者

や
、

自
　
　
通
安
全
住
民
大
会

が
開

か
れ
ま
す
。

転
車
利
用
者

も
交
通

ル
ー

ル
を
守

る
よ
　
　
　
町
民
多
数

が
参
加

さ
れ
ま
す

よ
う

お

う
指
導
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

い
致
し
ま
す

。

第
二
回
煙
蛮
淳
ｍ
翠
牡△歪
偶
那
挫
〈〈蚕・ふ
る
っ
て
参
加
を

標津町勤労者福祉資金 標津町中小企業融資資金 標津町勤労者厚生資金 標津町ウタリ住宅改良資金

貸付対象

標津町に居住する動労者で、
町の公租公課を完納し 次 の
何れかに該当する者とする。
ll)同一職場に2年以上精勤在

職し今後も引続きその職場
に勤務しようとする者。

(2)2年以上居住している者で
旦つ永住の意思があり債通
能力のある者。

融資の対象者は次の各号の一に
該当し、且つ町内に独立した事
業所又は店舗を有し同一事業を
引統き1年以上営むもので町税
を完納している者とする。
(ll中小企業等協同組合法による

事業協同組合及び企業組合
(2)常時使用する従業員の数が商

業にあつては、10人以下、エ
業にあつては311人以下の小規
模業者

標津町内に 1年以上居仁す
る勤労者とする。

改真資金は、ウタリが自己
の居住する住宅を改良する
場合に 当 該ウタリに対し
費与する。

遊
　
額

錬
と
悔

資
　
貸

住宅建築又は抑 家資金
1名につき50万円以内

教育資金
入学者 1名につき30万円以内
宅地取得資金

1名につき50万円以内

事業運転資金 3∞ 万円以内
事業設備資金  51111万円以内

1名 につき10万円以内 住宅新築資金
1戸につき550万円以内

住宅印 顔資金
1戸につき300万円以内

宅地取得資金
1件につき311万円以内

利  率

融資を取扱う金融機関の利率
とする。

融資を取扱う金融機関の利率と
する。各月均等校通又は一活松
選

年3% 年 2 %

限
　
法

陶
と
筋

費
　
返

貸付期限  5年 以内
月割均等禎通

事業運転資金3ヶ年以内 (4Bじ
町長カサ 要と認めたときは5ヶ
年以内とする)
事業調滴資金 7ケ 年以内

lヶ年以内
月割均等校逮

貸付の日の属する年から25
年以内の期間
元利均等月割は遺

保
人証

担
保

資金の貸付は物的担保を原R」
とするが、金度の認める職場
の管理者及び職場の責任者の

保証又は確実を保証人の保証
によることもできる

原則として担保を必要とする。
但し確実を運待保証人1名以上
を付することにより担保を免除
することが出来る。

連持保証人は1名以上とし
原R」として雇用主とする。

連持保証人は、独立の生計
を営む成年者でなければな
ちをい。

取  扱
金融機関

根室信用金庫標津支店
根室信用金庫標津支店
拓殖銀行中標津支店
北洋相互銀行中標津支店

根畳信用金庫標津支店

申 込 先 標津町役場 同    上 同   上 標津町役場

問 合 先 標津町商工観光課 同    左 同    左 標津町福祉課

自然を愛 し 美 ししヽ郷止 をつ <り まし よう
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き

あ

泳

せ

う

温

泳

プ

ー

ル

フ

レ

待
ち

に
待

っ
た
屋

内

温

水

プ

ー

ル

（
標
津

町
勤
労
者
体
育
施
設
屋
内
水
泳

プ

ー

ル
）
が
、

五
月
二
十
九

日
か
ら

一

般
開
放
さ
れ

て
ま
す
。

こ
の
屋
内
温
水
ブ

ー

ル
は
、

総
合
体

育
館

の
積

に
建
設
さ
れ
、

鉄
骨
造

一
部

二
階
建

て
、

面
積
九
四
三
　

八
平
方

メ

ー
ト

ル

（
二
八
六
坪
）
で
、

二
階

に
は

約
百
人

が
入
れ
る
観
覧
席
も
あ
り
ま
す
。

プ

ー

ル
は
、

長
さ
二
五

メ
ー
ト

ル
、

幅

一
三

メ
ー
ト

ル

（
六

コ
ー

ス
）
で
根
室

管
内

で
は
初

め
て
と

い
う

公
式
競
技
も

で
き
る

「
公
認

コ
ー

ス
」

で
す
。

脱
衣
室

に
は
シ
ャ
ワ
ー

が
あ
り
、

ブ

ー

ル

ヘ
の
出
入
り
に
は
必
ず
足
洗
槽

洗
体
槽
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず

、
プ

ー

ル
サ
イ
ド

に
は
洗

限

コ
ー
ナ
ー
も
設

け

、
術

生

に
は
じ

ゅ
う

ぶ
ん
な
配
慮

が

さ
れ
て
ま
す
。

と
く

に
寒

い
と
き

の
た

め
に
と
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ

の
採
暖
室
も

あ

り
ま
す
。

●
開
館
期
間

五
月
二
十
九

日
省
九
月
工
十

日
喜

●
開
館
時
間

月
曜

日
か
ら
土
曜
日
は
正
午

か
ら
午

後
八
時

ま

で
、

日
曜

日
　
祝

日
は
午

前
十
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
正
午

か
ら
年
後

一
時
ま

で
昼
休

み
）

●
体

館
日

毎

週
月
曜

日
　

祝

日
の
翌

日

●
使
用
料
金

小
人
（小
　
中

学
生

）

一
回
券

百
円
、　

一
日
本
芸
弓
颯
引
叫
ｖ

回
数
券

全

回
券

１１
枚

▼
千
円

大
人

（高
校
生

　

一
般

）

一
回
券

と
一百
円

、　
一
日
誤
ユ‐
三
百 ！
辞
‐

回
数
券

奎

回
券

１１
枚
▼
二
十
円

温
水
フ

ー
ル
を

″
清
潔
で
集

し

い
町

民
フ
ー

ル
″
に

す
る
た
め
、

つ
き

の
こ

と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
泳
帽
子
は
必
ず
着
用
し

て
く

だ
さ

い
。

▼
プ
ー

ル
内

で

″
お
け
れ
た
ま
ね
″
や

″
沈
め

っ
こ
遊

び
″
は
、

非
常

に
危
険

で
す

の
で
し
な

い
で
く
だ
さ

い
。

▼
時
計
　
指

輪
　
ネ

ッ
ク

レ
ス
　

ヘ
ア

ー

ビ

ン
　

包
帯

　
ば
ん
そ
う

こ
う
な

ど

は
　
は
ず
し

て
泳

い
で
く
だ
さ

い
。

▼
プ
ー

ル
の
監
視
員
　
指
導

貝

の
注
意

に
は
必
ず
従

っ
て
く

だ
さ

い
。

町

温

水

プ

ー

ル

行

事

予

定

一ハ
　
月

●
婦
人
水
泳
教
室

（
二
十
三
日
か
ら

二
十
七

日
ま

で
、

年
前
十
時

か
ら

正
午

ま
で
）

六
月

か
ら
九
月
ま

で

ｏ

一
般
水
泳
教
室

（毎

週
金
曜

日

午
後
七
時

か
ら
午
後
八
時
ま
で
）

印

紙

税

改

正

契
約
書

や
領
収
書

な
ど
を
作
成

し
た

と
き

は
、

収

入
印
紙
を
は

っ
て
消
印
を

し

、
印
紙
税
を
納

め
る

こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
印
紙
祝

の
額
が
、

二
月

一
日
か

ら
二
倍

に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し

た
。

印
紙
税

が
か
か
る
文
書

に
、

所
要
額

の
収

入
印
紙
を

は
ら
な
か

っ
た
り
、

消

印
を
し
な
か

っ
た
と
き

は
、

印
紙
枕
額

の
三
倍

～

一
倍

の
過
怠
税

が
か
か
り
ま

す
。間

違

っ
て
印
紙
を
は
り
過
ぎ
た
と
き

は
、

そ

の
文
書
を
税
務
署

に
持
参

し

て

手
続
き
を
す

れ
ば
、

通
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く

は
、

根
室
税
務
署

に
お
尋

ね

く

だ
さ

い
。

みんな

か、ヽでれ
♂

生
活
環
境
博
覧
会
」

各

地
域

の
特

性
を
生

か
し
、

さ
ら
に

豊

か
な
生
活
環
境

の
形
成
を
め
ざ
す
全

道
各
市
町
村

の
姿
を
紹
介
す

る
と
と
も

に
、

道
民

の
創
意
結
集

を

は
か

っ
て

二
十

一
世
紀
を
指
向
す

る
新
し

い
北
海

道
創

設

に
資
す

る

こ
と
を
目
的
と
し

て

開

か
れ
る
も

の
で
す
。

●
愛

　
称
　
北
海
道

ふ
る
さ
と

フ

ェ
ア

●
主
　
催
　
北
海
タ
イ

ム
ス
社

●
会
　
期
　
昭
和

二
十
六
年
六
月
六

日

か
ら
六
月
十
五

日

●
入
場
料
　
一別
売

”
お
と
な
六
百
円

こ
ど
も

三
百
円

当

日

”
お
と
な
七
百
円

こ
ど
も
四
百
円

前
売
券

は
、

役
場
総
務
課

に
あ
り

ま
す
。

●
併
催
事
業

北
方
領
土

コ
ー
ナ
ー

・
ナ

ヒ
モ
フ

号

の
イ

ン
ゴ

ッ
ト

・
児
童
生
徒
創

意
く

ふ
う
作

品
な
ら

び
に
壁
画
展

示
　
郷
土
去
能
発
表
会

　
郷
土
名

産
品
即
売
会
　
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

そ

の
他

たがいに助け合い 暖かしヽ社会をつ <り ましよう
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北
海
道
簿
ぢ
家
建
設
促
進
事
業

資

金

貸

付

中

●
受
付
期
間

昭
和
五
十
七
年

二
月

二
十
八

日
ま

で
。　

⌒
但
し
　
受
付
期
間

中

で
あ

っ
て
も
　
中
し
込

み
が
貸
付
予
走

額

に
達
し
た
と
き

は
、

縮
切
り
ま

す

。

●
〓
付
場
所

根
室

信
用
金
庫

標
津
支
店

●
申
込
人

の
資
格

北
海
道
内

に
自

ら
居
住
す

る
た

め

の
住
宅
を
新
築

又
は
購
入
す

る
者
。

住
宅
金

融
公
庫

の
募
集

に
係

る

選
定
者

で
、

昭
和
五
十
六
年
度

に
住
宅
金

融
公
庫
個

人
住
宅
資

金

の
最

終
資
金

の
変
付
を
受
け

る
者
。

佃
し
、

中
込
時

に
同
資

金

に
か
か
る
命
銭
消
費
貸
倍
契

約
を
了
し

て

い
な

い
者
。

前
年

の
申
込
人

の
年
間
総
収
入

が
五
〇
〇
万
円
以
下

の
者
。

新
築

又
は
購
入
す

る
住
宅

の
住

宅
部
分
面
積

が

一
二
〇

ポ
以
下

の
者

。
但
し
　
老

人
、

心
身

障

害
者

、
六
人
以
上

の
多
人
数

の

家
族

が
同
属
す

る
場
合
又
は
二

せ
帯
住
宅

の
場
合

は

一
五
〇

貯

以
下

の
者
。

新
築

又
は
購
入
資
金

の
調
達

が

困
難

で
、

本
貸
付
金
を

必
要

と

す

る
者
。

●
貸
付
金
額

一
戸
に

つ
き

一
二
〇
万
円

（高

断

熱
住
宅

は
、

二
〇
〇
万
円
、

地
下

室
付
住
宅

は
、

二
二
〇
万
円

）
以

内

と
し
、　

一
〇
万
円
単
位

で
貸
付

す

る
。

●
貸
付
利
率

年
利
六
　
五
〇
四

パ
ー

セ

ン
ト

●
偵
遇
期
間

十

二
年

以
内

（う
ち
、

当
初

二
年

間

は
元
金
裾
置
）

●
償
追
方
法

元
利
均
等
毎
月
償
遠

そ

の
他

、
申
し
込

み
に
必
要
な
書
類

な
ど
、

く
わ
し

い
こ
と
は
根
室
信
用
金

庫
標
津
支
店

に
お
問

い
合

せ
く
だ
さ
い
。

六
月

一
日
～
十
日

電
波
法
違
反
防
止
旬
間

電
波
は
、

ラ

ジ
オ
や
テ

レ
ビ
放
送
を

は
じ

め
　

船
舶
　
航
空
機
　
列
車
、

ｔ

車
等

の
安
全
運
行

の
た
め

の
通
信
、

海

上
保
安

、
警
察

、
消
防
用
通
信
等

私
達

の
日
常
生
活

の
中

で
広

い
分
野

に
わ
た

っ
て
利

用
さ
れ

て
お
り
、

社
会

の
中
枢

神
維
と
し

て
重
要
な
役
割

を
来
し

て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
重
要

な
電
波

で
す
か
ら
、

電
波
法

で
は
、

電

波
が
秩
序

正
し
く
利

用
さ
れ
る
た
め
の

い
ろ

い
ろ

の

ル
ー

ル

を
定

め
て

い
ま
す
。

最
近
、

こ
の
ル
ー

ル
を
無
枕
し
て
、

無
線
局

の
免
許
を
受
け
な

い
で
、

電

波

を
出
す

人
が
増
加
し
、

こ
の
た
め
　
ラ

ジ
オ
や
テ

レ
ビ
の
受
信
障
害

が
ひ
ん
発

し
、

ま
た
　
漁
業
通
信
等

へ
の
混
信
妨

害

も
多

発
し
て
お
り
ま
す
。

は
、

無
線
局

の
免

許
を
受
け

／て
か
ら
通

信
す

る

こ
と
。

※

一
部

の
電
器
店

で
、

国
内

で
は
使

用
が
認

め
ら

れ
な

い
輸
出
用

の
無
線
機

等

（
ハ
イ

パ
ワ
ー
ト
ラ

ン
シ
ー

バ
ー

）

が
販
売

さ
れ
て

い
ま
す

が
　
惑

わ
さ
れ

て
購
入
し
違

反
行
為

に
ま
き
込
ま

れ
な

い
よ
う

に
す

る

こ
と
。

第
憎
回
簡
保
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

〆
切
七
月
二
十

一
日

●
テ
ー

マ

徹
保
資
金

で

つ
く
ら
れ
た
施
設

（簡

易
保
険
福

祉
施

設
を
含
む

）
を
題
材

と
す

る
作

品
。

〈
標
津
町
対
象
施
設
〉

学
校
、

公
宮
住
宅
、

標
津
幼
稚
園

ポ
ー
川
史

跡
自
然
公
園
、

標
津
市

街

西
五
条
排
水
路

●
作
品
の
大
き
さ

カ
ラ
ー

は
四

つ
切
り
、

又
は

ス
ラ
イ

ド

で
三
十
五

ミ
リ
以
上
。

自
黒
は
四

つ
切
り

（
単
写
真
、

組
写

真

い
ず

れ
も
可

）

●
賞カ

ラ
ー
、

自
黒
両
部

門
と
も

推
　
薦

　

一
占
小　
郵
政
大
臣
賞
、

賞

金
五
万
円
、

店
。

ほ
か
　
多
数
あ
り
ま
す
。

●
醤
査
員

長

野
重

一

（
日
本
写
真
家
協
会

々
貝
、

今

回
写
連

　
日
報
違

太
陽
賞
容
埜
員

）
ほ
か
。

●
作
品
の
受
付

郵
使
局
保
険
窓

口
。

●
応
募
細
則

郵
使
局
、

役
場
財
政
係

に
応
募
要
領

を
備
え
て
あ

り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ

さ

い
。

警
察
官
募
集
中

北
海
道

警
察

で
は
、　

つ
ぎ

の
要
領

で

警
察

官
を
募
集
し

て

い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

昭
和

二
十
八
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
八
年
十
月

一
日
ま

で
に
生
れ

た

男
子

▼
採

用
予
定

人
員

お
よ
そ

一
五
〇
名

▼
受
付
期
間

五
月
十
二

日
か
ら
六
月
二
十

日
ま
で

▼
試
験
日

第

一
次
試
験
　
七
月
五

日
０

第

二
次
試
験
　
入
月
上
句

▼
そ
の
他

採
用

は
、

十
月
以
降

の
予
定

で
す
。

詳
し

い
こ
と
は
、

警
察
署
ま

た
は
、

最
寄

り

の
駐
在
所

で
お
た
す

ね
く

だ

さ

い
。

こ
の
よ
う

な
事
態
を
発
生
さ

せ
な

い
　

　

　

※
無
免
許

で
電
波
を
発
射
す

る
と
、

た
め
、

次

の
こ
と
に
留
意
し

て
く
だ
さ
　
　
電
渡
法
違
反

と
な
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
年
以
下

の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下

※
市

民
ラ

ジ
オ
や
ア

マ
チ

ュ
ア
無
線

　
　

の
罰
金

）

住
民
の
足

国
鉄
標
津
線
を
み
ん
な
で
利
用
し
よ
う

・・。′/″均与てヽ'派fガ,2泌ヒふ。"

bを 豊かに し 文化 を高めましよう
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5円 12日 身障者 老人 母子家庭のあB
▼さんたちの「親陸パチンコ大会」

▼5月 2日 標津市街一斉清掃

カメラ

し泳トト

▲車に気をつけて

く5月 2日 】し方領止返選要求全国

鶉子委員会 'と方領工現地視察団

来町

新
生
活
運
動
と
は

生
活
を
高
め
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
住
民
運
動
で
す

）

）

▲5月 1日 捌働者の崇典「メーデー」

▼標津の春、フワジユツウ
春

眠
は
片
目
開

い
て
夢

七
分

退
屈
な

日
の
上
空

に
雲

が
な

い

判
決

は
所
詮
は
人

が
決

め
る
も

の

平
凡
を
支
え
た
妻

の
手

の
ぬ
く

み

ジ

ョ
ィ

ン
グ

で
ク
ナ

シ
リ

一
周
望

む
夢

流
れ
行
く
私
請
風
紋

と
な
る
捷

忘

れ
じ
と
雄

し
て
想
う

吾
子

の
顔

自
開

に
な

っ
て
絡
繰
り

み
え
は
じ
め

嬢
ぐ
娘

に
贈

る
無

日
の
父
の
実

み

底

辺

に
生
き

て
人

の
情
知
る

な

で
し

こ
の
好
き

だ

っ
た
母
遠

い
日
に

安

ひ
と

つ
沈

め
て
骸

と
な
る
女

ア

ス
フ
ア
ル
ト
痛
平
足

の
私
語
を
聞
き

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
雑

誌

ひ
ろ
げ

て
夢
を

標
津
川
柳
社

で
は
、

会
員
を
募
集
し

②

２
３
９
７
　

松
実

）
ま

で
ご
連
絡
く

|||

おり]

だ て み
さ い  る
|  ヽま°

す 鳩 弥 古 住 ' 1茶 鳩 弥 本 栄 本 弥 双 桜

あなたも気軽に作品を

投摘しませんか。

ゴ焦詳縁言吉曹浮詳町町町詳蕎欝食亀靭
の                             を 記入のうえ,役 場知

召
大 松 田

 釜
風 大 沢 淡 伊 尾 竹 布 政 宮 ら せ固く係へどうて。

霧
井 実 村 瀬 岡 西 向 略 藤 崎 川 施 野 井

詩やイラストもあ寄せ

星
栄

慶
君 祥 風 牛

を
東

球
千

 坐
詩 海 <荏 い。

な 子 子 江 乃 清 歩 穂 子 り 縄 邦 郎 州 陽

子どもの夢を育て 平和な町をつくりましよう
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唖
保険料曝

詩理
に

国

民
年
金

の
保

険
料

は
、　

一
ヵ
月
分

が
四
千
五
百
円

で
す

が
、

失
業

や
少
収

入
な
ど

の
た
め
、

保

険
料

の
納
付

が
困

難
な
方

は
、

申
出

に
よ

っ
て
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
月
ま

で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

今

年

の
四
月

分
か
ら
向
う

一
年
間

は
有

効

で
す
。

保

険
料

が
免

除
さ
れ

て
も
、

障
害
年

金

な
ど
は
納

め
た
人

と
同
様

の
額
を
受

け
ら
れ
ま
す

か
ら
、

滞
納

の
ま
ま

に
せ

ず

、
必
ず
福
祉
課
国

民
年
金
係

に
免
除

の
申
出
を
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ
し
、

老
齢
年
金

は
免
除
を
受
け

た
期
間

だ
け

三
分

の

一
に
減
ら
さ
れ
ま

す

の
で
、

保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
ら
、

す

ぐ

に
追
納
を
し

て
く

だ
さ

い
。

十
年
以
内

の
分
な
ら
ば
、

旧

料
金

に
さ
か

の
ぼ

っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
。

住
吉
球
場
完
成

―
国
道
二
四
四
号
線
沿
―

町
内

で
は
じ
め
て
と

い
う

民
間

の
球

場

が
住
吉
町

に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
球
場
は
、

浜
茶
志
骨
連
合
会

が

住
吉
町
　
束
浜
町

の
体
育
振
果

の
た
め

に
と
、

金

田
秀
二
郎

さ
ん

の
厚
意

で
土

地
を
借

用
し
　
両
翼

九
〇

メ
ー
ト

ル
、

セ

ン
タ
ー

一
一
五

メ
ー
ト

ル
　

バ
ッ
ク

ネ

ッ
ト
、

フ

ェ
ン
ス
、
ト
イ

レ
を
備

え

た
立
派
な
も

の
で
す
。

ま
る
、

五
月
九

日
に
は
、

関
係
者

三

十
人
が
参
加
し

球
場
開
き
も
盛
大

に
行

わ
れ
ま
し

た
。

同
連
合
会

で
は
、

広
く
町
民
に
も
利

用
し

て
も
ら
お
う

と
球
場
管
理
委
員
会

も

設
置
し
ま
し

た

の
で
、

希

望
者

は
同

委

員
長
　
本
村
順
市

さ

ん
な
②

２
４
７

５
に
ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

使
用
料
四
月
沓
一
部
改
正

―
―

せ
せ
ら
ぎ
の
宿
―
―

「
せ
せ
ら
ぎ

の
宿

」
も

オ
ー
ブ

ン
以

来
　
四
ヶ
月

を
す
ぎ
、

利
用
者
も

五
〇

〇
〇
人

に
な
ろ
う

と
し

て

い
ま
す
。

な
お
、

当
初
無
料

だ

っ
た
幼
児

の
使

用
料
を
四
月

一
日
か
ら
百
円

に

い
た
し

ま
し

た
。

み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を

お
願

い
し
ま
す

。

●
営
業
時
間

午
前
九
時

か
ら
年
後

九
時
ま
で

●
使

用
料

（大
広
間
利
用

の
と
き
）

大
人

（中

学
生
含

む
Ｙ

一百
五
十
円

小
人

（小
学
生

）
　

　

　

一
一百
円

老

人
含
ハ
十
五
オ
以
上

）

一
一百
円

幼
児
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
円

●
入
場
税

大

人
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
円

産

業

廃

棄

物

処

理

券

四
月
す
川
北
公
民
営
に
も
あ
り
ま
す

産
業
廃
棄
物
処
理
券

は
、

今
ま

で
役

場
窓

日
に
し

か
お

い
て
お
ら
ず
　
地
域

に
よ

っ
て
は
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

今
年
度

か
ら
川
北
公
民
館

に

も
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く

だ
さ

い
。

な

お
、

料
金

は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

●
ニ
ト

ン
車

ト
ラ

ッ
ク
　
　
一三
百
円

●
三
ト

ン
車

ト
ラ

ッ
ク
　
　
四
百
円

●
四
ト

ン
草

ト
ラ

ッ
ク
　
　
五
百
円

●
五
ト

ン
車
ト
ラ

ッ
ク
　
　
七
市
円

●
六
ト

ン
車
ト
ラ

ッ
ク
以
上
　
千
円

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
は
き
れ
い
に

・
燃
え
る
ゴ
ミ
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
区
別
し
て
出
し
ま
し
よ
う

塩
分
の
と
り
す
ぎ
は
高
血
圧

・肥
満
に

つ
な
が
る

昨
年
婦
人
グ

ル
ー
プ

（
九
地
区

）
の

中

で
、

八
十
五
戸
を
対
象

に
み
そ
汁

の

塩
分
濃
度
を
測
定
し

て
み
ま
し

た
。

そ

の
結

果
、

北
海
道

が
定

め
た
み
そ
汁

の

塩
分
濃
度

に
比

べ
る

と
、

標
津
町

は
、

普
通

の
基
準

に
あ
り
ま
し

た
が
、

対
象

件
数

が
少
な

か

っ
た
為

、　
一
度

の
測
定

で
は
塩
分
濃
度

が
確
実

に
実
証
さ
れ
な

い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

酪

農

漁
業
地
区

に
お

い
て
は
、

塩
分
濃
度

が
高
く
、

特

に
住
吉
町
　
古
多
焼
地
区

に
お

い
て
は
、

減
塩

が
重
要
視

さ
れ
ま

す
。で

は
、

塩
分
制

限

が
な

ゼ
必
要

か
？

つ
ぎ

の
二

つ
の
理
由

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

塩
分
と

い
う
も

の
は
、

面
白

い
事

に

と
れ
ば
と

っ
た
だ
け
、

全
部
血
液

の
中

に
吸
収
さ
れ
て
、

血
液
中

の
塩
分
濃
度

が
高
く
な
り
ま
す
。

そ

こ
で
そ

の
ま
ま

の
状
態

で
は
、

細
胞

の
中

の
バ
ラ

ン
ス

を
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

血
渡

中

の
塩
分
濃
度
を

一
定

に
す

る
た
め
、

体
中

か
ら
水
分
を
吸
収

し
薄

め
る
作
用

が
働
き
ま
す
。

塩
分
を

と
り
す
ぎ

た
あ

と

・
水

が
非
常

に
ほ
し
く
な

る

の
は
、

こ
の
た
め

で
す
。

血
液

が
、

薄

め
ら
れ

る
と
、

体

の
す

み
ず

み
に
酸
素
を
送
る

赤

血
球
が
じ

め
う

ぶ
ん
働
け
な
く
な
り
、

今
ま

で
よ
り
、

も

っ
と
多

ぐ

の
血
液
を

送
ら
な
く

て
は
な
り
ま

せ
ん
。

そ

の
た

め
、

心
旗

の
ポ

ン
プ

の
力
を
上
げ

る
作

用
が
働
き
　
高

血
圧

に
な
る

の
で
す
。

も
う

一
つ
は
、

酸
素

が
少
な

い
の
で

す

か
ら
　
じ

ゅ
う

ぶ
ん
に
体

の
す

み
ず

み
ま

で
、

代
謝

が
行
わ
れ
な

い
こ
と

に

な
い
ま
す
。

つ
ま
り
燃
料

が

エ
ネ

ル
ギ

ー
に
変

わ
ら
な

い
の
で
す
。

酸

欠
状
態

の
部
屋

で
、

ガ

ス
ス
ト
ー
プ

の
大
が
弱

く
な

る
よ
う
な
も

の
で
す
。

よ
く
燃
え

な

い
の
で
す

か
ら
消
費
熱
量

が
少
な
く

な
り
　
燃
料

が
体

に
た
ま
り
肥
満

に
な

る
わ
け

で
す
。

そ
れ
で
塩
分

の
と
り
す

ぎ
は
、

体

に
悪

い
と

い
わ
れ
る
わ
け

で

す
。今

年

は
、
「

標
津
町
全
域
」

を

対

象

に
、

塩
分
測
定
を
実
施
致
し
ま
す

の
で

御
協
力
を

お
願

い
致
し
ま
す
。

な
お
、

標
津
市
街

の
方

は
、

毎
月
、

健
康
相
談

日
に
併

せ
て
測
定
し
ま
す

の

で
、　

コ
ッ
プ

七
分
目
く
ら

い
の
、

み
そ

汁

（
汁

の
み
）
を
容
器

に
入
れ

て
持
参

し

て
下
さ

い
。

）　　　　）
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十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で

す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
健
康
相
談
日
◎

▽
六
月
　
　
五
日
０

▽
六
月
　
十
九
日
０

Ｏ
収
集
日
程
③

▽
六
月
三
日
的

川
北
市
街
地
区
　
伊
茶
仁

忠
類
　
浜
古
多
様
　
索
別

崎
無
異
　
古
多
様
市
街

▽
六
月
四
日
的

新
川
上
町
　
川
上
町

栄
　
　
町
　
緑
　
町

弥

栄

町

▽
六
月
五
日
働

本
　
町
　
鳩
ヶ
丘
町

双
葉
町
　
桜

一
↑
町

住
吉
町
　
東

浜

町

六
月
は
　
以
上
の
日
程
で
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
を
行

い
ま
す
の
で
、　

一
般
の
ゴ
ご

と
区
別
し
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

―

あ

，
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
―

～
社
会
福
祉
協
議
会

へ
～

◎
出
産

机
を
廃

し

▼
村
　
井
　
昭
二
三
　
　
新
川
上
町

◎
活
動
資
金

と
し

て

▼
聖
　
友
　
標
　
津

▼
標
津

町
消
費
者
協
議
会

～
国
保
標
津
病
院

へ
～

◎
全
快
祝
を
廃

し

▼

田

村

博

義

　

北

川

北

◎
老

人
看
護
用
品
と
し

て

▼
標
津
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

価

検

査

日
時

・
場
所

●
六
月

九
日
日
午
後

一
時

三
十
分
省
午

後
二
時

四
十
分
書
　
川
北
公
民
館

●
六
月
十

日
＝
年
後

一
時
省
午
後
三
時

ま
で
　
標
津
町
中
央

公
民
館

対
象
者
　
四
オ
ま

で

の
幼
児

成
人
病
検
診

日
時

・
場
所

●
六
月

二
十

二
日
日
午
前
九
時

か
ら
午

後

三
時

ま

で
　

川
北
公
民
館

●
六
月

二
十
二
日
＝
午
前

九
時
か
ら
午

後
三
時
ま

で
　
標
津
町
中
央
公
民
館

対
象
者
　
　
一二
十
オ

か
ら
六
十
四
才

料

金
　

無

料

Ｘ
今
回
は
、

第

一
次
検
診

（身
体
測
定

、

尿
横
査
、

血
圧
測
定

）
で
す

か
ら
短

時
間

で
終
り
ま
す

。

Ｎ
響
釧
路
公
浪

Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧

路
放
送
局

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽

団

で
は
、

来

る
六
月

二
十
六

日
④
、

年
後

六
時

三
十
分

か
ら
、

釧

略
市

民
主

化
会
館

に
お

い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
演

奏
会
釧
路
公
演
を
開
き
ま
す
。

指

揮
は
ド
イ

ツ
の
名
指

揮
者

ハ
イ

ン

ツ
ワ

ル
ベ

ル
ク
、

チ

ェ
ロ
は
世

界
的

に

有
名

な
堤
　

則
で
す
。

演
奏
曲

目

は
、

謝
肉
察

（
ド

ボ

ル
ザ

ー
ク

）、
チ

ェ
ロ
協
奏
曲

（
ド

ボ

ル
ザ
ー

ク
）、
交
響
曲
第
四
番

（
チ

ャ
イ

ヨ
フ
ス

キ
ー

）
の
三
出

で
す
。

入
場
料
金

は
、

Ｓ
席

四
、

二
〇
〇
円
、

Ａ
席

三
、

七
〇
〇
円
、

Ｂ
席

二
、

〇
〇

〇
円

、
Ｃ
席

二
、

〇
〇
〇
円

で
す

。

前
売
り

は
、

五
月

一
日
、

十
時

か
ら

つ
ぎ

の
場
所

で
行

っ
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧

路
放
送
局
、

河
合
楽
器

ビ

ア
ノ

セ
ン
タ
ー
、

ヤ

マ

（
釧
略
楽
器
、

末
広
プ

レ
イ

ガ
イ
ド
、

ミ
サ
キ
プ

レ
イ

ガ
イ
ド
、

ミ

ュ
ー

ジ
ッ
ク

シ

ョ
ッ
プ
国

原

の
各
店

で
。

郵
送

で
購
入
希

望

の
方

は
、

現
金
封

筒

で
希
望

の
券
種

と
枚
数

、
合
計
金
額

を
入
れ
て
、

千

０８５
釧

降
市
帯
舞

町
三

ノ

八
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧
路
放
送
局

Ｎ
響
係

へ
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

な

お
、

こ
の
場
合

の
座
席

は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
決

め
さ

せ
て

い

た
だ
き
ま
す
。

広
報
じ
べ
つ
の
表
紙
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
＜
わ
し
く
は
、

町
民
課
知
ら
せ
聞
く
係
ま
で
。

6月 の不燃物 収 集

標津町だより6月 4日 6月25日NHK総 合テレビ(午前81544分から NHKラ ジオ釧路第1放送(午後3時56分から)

《
敬
称
略
》

輪

６３

９６

６９

６８

６６

所

別

町

別

町

町

業
　
　
　
吉

住

求

双

薫

旭

住

名
　”博
力却

氏

井

口

崎

田

村

今

和

松

任

戸

役場窓□から

4
5 呂1昌昌釜の

届け出分です

涯も

お
啓嶺で とぅ

父の氏名   続 稲 子 の名  住  所

加 藤  信  一  長 男 正  輝   西 "1北

神 ホ  英  敏  長 女 由  佳   栄   町

鈴 木  一  行  長 男 好  人   緑   町

別 所 和 彦 長男 功 基  桜 木 町

村 井  昭 二三 2男  康  彰   新 川上町

山 口 志 信 長男  健  栄  町

三 船    修  2女  由 美子  求   別

西   広  志  長 女 貴  子   北 相 津

平 野  光  男  長 男 竜  一   弥 栄 町

尾 形 春 夫 2勇 尚 吾 旭 町

豊 岡 和 雄 2女 佳 代  弥 栄 町

西 山 一 成 2男 宗 告  双 葉 町

管 野 政 勝 2男 直 幸 寿 町

島母 い
つ
岳≧こに

夫の氏名    妻 の氏名   住  所

住 吉  幹  城  藤  森  美 智子 西 古多様

半 田  右  吉  遠  藤  美 恵千 本  町

平     力  竹  内  晶  子  新 古多様

浅 野  哲 桜 谷 徳 子 東 浜 町

均尭ざご1盆デます

）

〕


